
はじめに

わが国のカルチャーコレクションは，主として伝統

的な発酵と新しい微生物利用の問題を解決するという

社会的要望に対応して発達してきた．わが国の発酵は

すでに千年も前に記録されている．17世紀以来蒸し

米に生育させた麹黴（Aspergil lus oryzae）の胞子

（conidia）を集め，種麹として用いてきた．麹は，蒸

し米に種麹を接種し，培養したもので，清酒，醤油，

みそなどの発酵食品の製造に古くから用いられてい

る．したがって，種麹はわが国の発酵食品の製造に重

要な役割を果たしており，封建時代の領主はこの製造

を厳しく管理し，その売り上げから税金を徴収したと

いわれている（20）．麹黴，酵母，乳酸菌はわが国の

発酵食品の製造に広く用いられ，清酒は伝統的な酒で，

発酵によってえられるアルコールは 18％以上に達す

る．焼酎は米やその他の澱粉原料から製造される蒸留

酒であり，醤油とみそは大豆の発酵食品で，われわれ

にとって欠かせない調味料である．現在，醤油は世界

的に用いられている．米酢は清酒や酒粕を用いて表面

培養で製造されていたが，現在では深部発酵により製

造されている．

わが国の応用微生物学の教育と研究

1877年，駒場農学校（現在の東京大学農学部）が

開設され，応用微生物学の教育とわが国の伝統的発酵

にかかわる微生物の分類，生理・生化学的研究が開始

された．近代的な応用微生物学の研究は，当時海外よ

り招聘した外国人教師によってもたらされた．いまか

ら 130年ほど前，英国の化学者 Atkinson教授は 1874

年来日し，分析化学と応用化学を担当した．同教授は

清酒の醸造を詳しく研究し，1881年 The Chemistry of

Saké-Brewingを出版した（図 1）．この研究は，70頁
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にも及び，原料の米，麹の製造，麹エキスの蔗糖，麦

芽糖，デキストリに及ぼす影響，さらに清酒の

（もと），清酒の濾過，アルコール収量，清酒の保存，

さらにその研究は焼酎，みりんにまで及んでいる

（1）．

また，1789年当時の清酒醸造場の絵も引用してい

る（図 2）．この研究は英語で著された清酒醸造に関

する最初の報告であろう．駒場農学校の開設以来，各

大学に講座が開設され，次第にわが国の応用微生物学

の教育，研究が広まっていった（5）．

第二次世界大戦前のわが国のカルチャーコレクション

わが国の大学，国立研究機関，企業は，伝統的な発

酵と新しい微生物産業に関連する微生物のコレクショ

ンに関心を示してきた．わが国のカルチャーコレクシ

ョンの系譜は図 3のように示される（6）．

わが国の最初のカルチャーコレクションの設立は

1904年に遡る．当時の国税局は清酒をはじめとする

発酵生産物の基礎および応用の研究を計り，醸造試験

所を設立した．ここにカルチャーコレクション（RIB）

を設け，このコレクションが菌株の分譲に大きな役割

を果たした（5）．もう一つの特記すべきコレクション

は旧満州の大連にあった南満州鉄道株式会社中央研究

所のコレクション（CLMR）である．これらのカルチ

ャーコレクションが戦前の主な菌株供給源であった．

しかし，これらのコレクションは戦時中に破壊された．

RIBコレクションの一部は東京大学の発酵学研究室に

移管された．その後，同研究室に保存されていた菌株

は大学応用微生物研究所（現在の分子細胞生物学研究

所）のカルチャーコレクション（IAM）に分譲され，

同コレクションの中心的コレクションになった．一方，

CLMRコレクションの菌株は広島大学（HUT）と大阪

大学工学部のコレクション（OUT）に委譲された（5）．

これらのコレクションとともに，わが国のカルチャー

コレクションに大きな影響を与えたのは，旧台湾総督

府の台湾中央研究所の研究である．当時，台湾の発酵

生産にかかわる Rhizopus，Monascus，Aspergillusなど

の微生物が精力的に研究された．これらの研究に用い

られた菌株の一部は 1939年武田薬品工業株式会社の

研究部に委譲され，後に財団法人発酵研究所（IFO）

の中心的コレクションとなった．その後，国内各所の

カルチャーコレクションに分譲され，わが国のカルチ

ャーコレクションの発展に大きく寄与した（6）．

世界で最も古いサービスカルチャーコレクション

は，1890年頃，現在のチェッコ共和国，プラハに Dr.

Frantis̆ek Králによって設立された Králsche Sammlung

von Mikroorganismenといわれている（12，18）．した

がって，RIBコレクションは Králコレクションとあま

り違わない時期に設立されたことになる．

長尾研究所のカルチャーコレクション（NI）は

1941年に設立され，当時わが国の指導的コレクショ

ンであったが，1971年閉鎖された（6）．財団法人発

配元 
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図 2 Atkinson, R. W. 教授が引用した 18世紀の酒造り



酵研究所は 1945年に設立され，わが国で最も活動し

たコレクションである．しかし，2002年その保存菌

株を（独）製品評価技術基盤機構バイオテクノロジー

本部生物遺伝資源部門（NBRC）に委譲した．

第二次世界大戦後のわが国のカルチャーコレクション

1952年，わが国の文部省大学学術局は大学，国立

研究所，企業が保存する微生物株の調査を行った．そ

の結果，114の機関に属する 251か所のカルチャーコ

レクションに 22，300株が保存されていることが明ら

かになった．そして，1953年同局は A Catalogue of

Cultures of Microorganisms Maintained in the Japanese

Culture Collectionsを出版した（図 4）（22）．

このカタログは小南清博士により編集され，微生物

の学名，由来，それらの微生物株を保存する機関名が

記載されている．このカタログの出版はわが国の微生

物研究者に微生物株についての深い関心を呼び，わが

国のカルチャーコレクションに保存されている菌株の

再同定のプロジェクトを立ち上げる契機となった．こ
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図 3 わが国のカルチャーコレクションの系譜（長谷川原図（6）を改訂）
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図 4 文部省学術局が出版した「日本微生物株総目録」



のプロジェクトは数回に分けて行われ，通年 11年に

も及び，約 100名の研究者が参画した．再同定された

菌株はそれぞれのカルチャーコレクションに寄託され

た．

第二次大戦後，米国より導入されたペニシリンの生

産は短時間のうち工業化に成功した．以来，新しい抗

生物質の探索が精力的に行われ，自然界より多くの有

用株が分離され，また高い活性を有する変異株が選択

された．IFOをはじめとするわが国のカルチャーコレ

クションは研究者の要望に応じて菌株を供給した．そ

して，わが国の研究者により発見された抗生物質が市

場に現れるようになった．1946年日本ペニシリン学

術協議会（現在の日本抗生物質学術協議会）が発足し，

その目的は抗生物質の研究と工業化の促進であった．

大学，国立研究所，企業からの研究者は全てのデータ

を公開し，研究の促進を図り，ペニシリン学術協議会

はわが国の抗生物質の研究と工業化に貢献した．この

ような協同研究の推進は，わが国の先駆的モデルと考

えられ，その後のアミノ酸，ヌクレオチド生産におけ

る共同研究の基礎となった．

日本微生物株保存機関連盟の設立

1951年文部省，日本学術会議の勧告にもとづき，

日本微生物株保存機関連盟（Japanese Federation of

Culture Collections of Microorganisms， JFCC）が設立さ

れた．この連盟の目的は，微生物の研究の推進と微生

物株の情報交換であった．そして，この連盟はわが国

の基礎微生物学，医学微生物学，応用微生物学，農業

微生物学，環境微生物学のカルチャーコレクションを

横断的に組織したもので，発足当初 11カルチャーコ

レクションが参加した（6，15）．JFCCはわが国の最

初のカルチャーコレクションのネットワ－クであり，

ジーンバンクである（13）．この連盟は，時代の要求

と微生物学の進歩に呼応して，1974年その名称を日

本微生物株保存連盟（Japan Federation for Culture

Collections， JFCC）と改め，わが国のいずれのカルチ

ャーコレクションも加盟出来るようになり，また，カ

ルチャーコレクションと微生物学に興味を有する個人

の参加を認めるようになった．さらに，1993年その

名称を日本微生物資源学会（Japan Society for Culture

Collections，JSCC）とあらため，2001年日本微生物株

保存機関連盟の 50周年を記念して，記念講演会が開

催された（16）．

第1回世界微生物株保存会議

1962年，日本政府は，JFCCの勧告に基づき，第 12

回ユネスコ総会に世界的規模でのカルチャーコレクシ

ョンの発展，微生物の研究の発展，および両分野の研

究者の訓練が必要である，という提案をした（6，16）．

この提案は 1963年第 14回ユネスコ総会に於いて「微

生物研究の促進」という長期計画として採択された．

そこで，ユネスコは，1966年ユネスコ，国際微生物

学協会（International Association of Microbiological

Societies， IAMS．IAMSは 1982年以降，国際微生物

学連合 International Union of Microbiological Societies，

IUMSに昇格した）のカルチャーコレクション部会，

JFCC，WHOおよび FAOの代表からなる専門家委員会

を招集し，その長期計画を討議した．その結果，この

委員会は，1）世界的規模のカルチャーコレクション

の調査，2）世界的規模のカルチャーコレクションの

ディレクトリの作成，3）研究者の訓練，4）培養株の

交換の促進，5）用語の統一，6）国際会議の開催，そ

して 7）国際的な連盟の組織化を IAMSのカルチャー

コレクション部会に提案した．これらの提案は IAMS

のカルチャーコレクション部会で採択され，IAMS理

事会と ICRO ―UNESCO Panel of Microbiologyで承認さ

れた．そして，わが国はユネスコへの長期計画提案国

として国際会議を開催するよう要請され，JFCCは日

本学術会議，ユネスコ国内委員会と協議し，1968年

第 1回世界微生物株保存会議（The First International

Conference of Culture Collections，ICCC-1）が東京で開

催された（6，9，15）．JFCCはこの会議の開催に重要

な役割を果たした．その結果，52ヶ国から 526名（海

外からの参加者は 223名）の参加があり，次の決議が

採択された．1）世界カルチャーコレクション連盟の

勧告，2）カルチャーコレクションの会議の開催，3）

特別トレーニングコースの必要性の調査，4）レファ

レンスラボラトリの設立，5）微生物株同定の国際セ

ンターの設立，6）開発途上国への実験機材と培養株

の供給，および 7）国際的情報センター設立調査，で

ある（9）．この決議はWFCCの最初のガイドライン

と考えられる．

ICCC-1の会長であった飯塚廣教授は ICCC-1のシン

ボルである銀杏（いちょう）をデザインした額を作成

した．日本人にとって銀杏は広がる未来を意味し，こ

の額は 800年にも及ぶ黒檀の古木から作られている

（8）．同教授はこの額を 1973年サンパウロで開催され

た第 2回 ICCC-2に持参し，ICCC-2の会長にこの額に名

を刻み，これを後の ICCCの会長に渡すよう依頼した

（7，8）．このたび，この額は ICCC-10を契機に長い旅
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路をへて生まれ故郷のわが国に帰ってきた．このこと

は，我々に世界のカルチャーコレクションの発展と進

歩に貢献した人々の誠実な努力と協調を物語るもので

ある．

世界微生物株保存連盟の設立

カルチャーコレクションの重要性はすでに 70年も

前に指摘されていた．1930年第 1回世界微生物学会議

がパリーで開催されたが，その際命名と分類委員会が

設立され，総会にこのことについての勧告をするよう

要請された（3）．そして，この委員会は次のような勧

告をしている．「細菌の命名と分類に安定をもたらす

極めて重要な機能を持つ機関のなかに，微生物株保存

機関（type culture collection）がある．これらは保存施

設として計りしれない価値をもつものであり，細菌学

の将来は，主としてその発展，維持，利用にかかって

いる．少なくともある場合には，高度の研究機関とし

て発展させていかねばならないのがこれらの施設であ

る．これら相互間の協調協力は，基礎理論，および医

学その他の実用面における細菌学に，より多くの貢献

をもたらす．しかしそれ以上に重要なことは，細菌の

新種または重要株の記載を発表する場合，必ずそれら

の株の純粋培養を第三者が利用できる保存機関のひと

つに寄託することである．特に，これらの保存施設に

対する公的機関，教育研究機関，研究財団からの財政

援助は，まさに緊急時といわねばならない．」（訳文か

ら）．しかし，この実行は期待するほど発展しなかっ

た．

カルチャーコレクションの協力についてのプログラ

ムは数カ国で認識されていた．第 4回世界微生物学会

議を契機に，1947年Hauduroy教授により International

Federation of Culture Collections（IFCC）が設立され，

その事務局はスイスのローザンヌにある Centre de

Collections de Types Microbiensに置かれた．しかし，

IFCCは 1954年閉鎖された（6）．

1946年英国で British Commonwealth Scientific Official

Conference （BCSCO）が開催され，1947年には The

Specialists Congress of Culture Collections of Micro-organ-

ismsが開催された．そして，同年 United Kingdom

National Committee of the British Commonwealth Culture

Collectionsが組織された（2，4）．この委員会に続い

て 1948年 Permanent Committee of the British

Commonwealth Collection of Micro-organismsが設立され

た．さらに，1948年 Canadian Committee on Culture

Collections が発足した．それは，BCSCOがカルチャー

コレクションの国際的な協力機構を期待していたため

である．その結果，1962年モントリオールに於いて

Specialist’s Conference on Culture Collectionsが開催され，

その議題は「Culture Collections： Perspective and

Problems」であった（17）．IAMSはこの会議の決議を

受け，1963年カルチャーコレクション部会を設立し，

IAMSの理事会は 1964年この部会の構成と規約を作成

した．

一方，ICCC-1の決議に於いて，カルチャーコレクシ

ョンの国際的な連盟の設立が勧告されている．1970

年メキシコシティで開催された第 10回世界微生物学

会議において IAMSのカルチャーコレクション部会が

開催され，将来の国際的な協力機構が討議された．そ

の結果，IAMSのカルチャーコレクション部会が解散

し，世界微生物株保存連盟（World Federation for

Culture Collections，WFCC）が誕生した（10，11，15，

1 8）．当時の役員は次の通りである．委員長 D r .

Martin, S.（カナダ）；副委員長 廣教授（日本）；

庶務 Dr. Lapage, S.（英国）；会計 Dr. Skerman, V.（オ

ーストラリア）；委員 Dr. Hoffmann, S.（ドイツ），Dr.

Lessel, E.（米国）； Dr. Papavassilou, J.（ギリシャ），

Dr. Piéhaud, M.（フランス）．WFCCは国内および国際

的なカルチャーコレクションの協力的なネットワーク

に関する熟慮に基づいて設立された．

World Data Centreはオーストラリアの Skerman教授

の努力により設立され，1984年 ICCC-5の際WFCCの

傘下に入ることが決定した．その後，同教授の退官に

伴い，1986年わが国の理化学研究所に移管され（14），

さらに，1996年国立遺伝学研究所に移り，その名を

World Data Center for Microorganisms， WDCM）と改

めた（21）．

日本資源微生物学会の活動

JSCCは年 1回の総会を開催し，加盟機関の活動状

況を報告するとともに，国際的なカルチャーコレクシ

ョンの動向についても討議している．2004年現在，

25の機関が JFCCに加盟し，2003年現在培養生物株を

229，840株保有している．その内訳は，糸状菌 44，

188株（19.2％），酵母 25,319株（11.0％），放線菌 8，

319株（3.6％），細菌 145,285株（63.2％），ウイルス

638株（0.3％），微細藻類 2,015株（0.9％），その他

4,022株（1.7％）である．JSCC加盟機関は 2003年度

に総計 22,544株を国内・国外の研究者・機関に分譲し

た（図 5）（19）．

また， JSCCは機関誌 Microbiology and Culture

餃飯 
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Collectionsを年 2回発行し，微生物株の保存法，微生

物の分類などに関する原著論文とともに JSCCの活動

に関する記事を掲載している．さらに，JSCCは微生

物株の保存および微生物分類学の発展に貢献した個人

に学会賞および奨励賞を授与している．このようにし

て，JFCC-JSCCは多様な培養生物株の保存に関心を払

い，カルチャーコレクションと微生物分類学にかかわ

る機関および個人の事業・研究を奨励してきた．この

ような環境の中で，1980年理化学研究所に日本微生

物株保存施設（JCM）が設置され，2002年（独）製品

評価技術基盤機構バイオテクノロジー本部生物遺伝資

源部門（NBRC）が発足した．

わが国の著名な細菌学者，北里柴三郎博士，志賀潔

博士をはじめ，多くの微生物研究者が医学微生物学の

分野で優れた研究を報告してきたが，医学分野で重要

な微生物株の保存は個人のコレクションあるいは研究

室レベルの域を出なかった．しかし，最近大阪大学微

生物病研究所エマージング感染症研究センター

（RIMD），千葉大学真菌医学研究センター（IFM），岐

阜大学大学院医学系研究科再生分子統御学講座病原体

制御学分野（GIFU），帝京大学医真菌研究センター

（TIMM）に設置されたカルチャーコレクションなど

は JSCCのこの分野の主要コレクションである．

また，（独）農業生物資源研究所ジーンバンク

（MAFF）は植物病原微生物および農業関係の微生物

株の主要保存機関であり，（独）国立環境研究所環境

研究基盤技術ラボラトリー微生物系統保存施設

（NIES）は微細藻類をはじめとする環境に関係する微

生物のコレクションである．

（独）産業技術総合研究所特許微生物寄託センター

（IPOD）と（独）製品評価技術基盤機構バイオテクノ

ロジー本部生物遺伝資源部門の微生物特許センター

（NITE NPMD）は特許微生物株の寄託機関として機能

している．

カルチャーコレクションの過去と未来

微生物学の誕生以来，多様な分離源から天文学的な

数の微生物株が分離され，科学的な研究に，また微生

物産業の分野で利用されてきた．しかし，大部分の菌

株は失われ，入手出来ないのが現状である．微生物の

研究者は，しばしば研究者の興味・関心の変化，ある

いは菌株の保存の困難性のために，自身が研究した菌

株を失うことが多い．これは，それらの菌株を適切に

保存し，要求に応じて分譲できる信頼できるカルチャ

ーコレクションがなかったためである．

カルチャーコレクションに保存されている菌株の研

究を通じて微生物の潜在機能が開発され，微生物学に

大きな影響をあたえた例も少なくない．効果的な研究

には適切に保存された微生物株の供給源が必要であ

る．近い将来，微生物多様性の研究を通じて，多くの

菌株が分離され，その機能が開発されるに違いない．

したがって，微生物の研究の促進に，またその応用に

信頼できる，またよく組織された寄託機関が必要であ

る．事実，細菌分類学において基準株の寄託は必須で

あり，信頼できるカルチャーコレクションなくしては

細菌分類学の発展は望めない．

駒形和男わが国のカルチャーコレクションの系譜と活動
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図 5 JSCC加盟機関の保存菌株数と分譲株数（2003年度）



微生物株は広く生物学の発展に貢献してきた．生化

学，遺伝学，分子生物学の発展は生命のモデルとして

の微生物の研究に負うところが多い．微生物株は有用

物質の生産のみならず，自然界においては動物・植物

とともに物質循環にきわめて重要な役割を果たしてい

る．人類は，バイオテクノロジーの分野では個々の微

生物に依存し，地球的規模ではその存在を微生物の多

様性に依存している．微生物は重要な遺伝子資源であ

り，われわれの世代で失ってはならない．この意味で，

微生物株は人類共通の文化財であり，次世代に正常な

状態で受け継がなくてはならない．

カルチャーコレクションに対する社会の期待は年々

増加している．そして，カルチャーコレクションの効

果的な，またスムースな運営が望まれる．したがって，

カルチャーコレクション間の情報の交換は必然であ

り，カルチャーコレクションの強化は将来の微生物学，

微生物産業，バイオテクノロジーの発展に必須である．

さらに，カルチャーコレクションの有効な運営は高度

に訓練され，経験の豊かな人材に依存するところが大

きい．

JFCC-JSCCは，わが国のカルチャーコレクションの

発展に，また海外のカルチャーコレクションとの連携

に力を尽くしてきた．さらに，JFCCは ICCC-1を組

織・開催し，WFCCの設立に貢献してきた．また，

JFCC-JSCCはわが国のカルチャーコレクションを高い

水準を有する Biological Resource Centerに再構築し，

世界のコレクションと連携してカルチャーコレクショ

ンのネットワークを充実することを目的として活動し

てきた．この目的を達成するために，何にもまして世

界的規模の human networkの構築が必須である．
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